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資

料

紹

介

浜

野

文

庫

善

本

略

解

題

タリ

に1

て
本
稿
は
浜
野
文
庫
善
本
の
う
ち
、

一
c
の
函
架
番
号
が
附
さ
れ
る

十
一
点
と
、

一d
の
函
架
番
号
が
附
さ
れ
る
一
一
一
点
と
を
取
上
げ
、
略
解

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
c
に
分
類
排
列
さ
れ
る
名
家
手
抄
本
は
1

抄
略
本
が
多
い
だ
け

に
、
該
書
に
記
載
の
無
い
場
合
、
そ
の
底
本
の
判
然
し
な
い
も
の
が
多

一、

的

w

太

晴

時

沼

い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
会
一

d
は
名
家
手
跡
で
あ
る
。

一
、
解
題
は
、
表
紙
・
見
返
・
扉
・
前
附
・
本
文
巻
頭
・
版
式
或
い
は
書

写
の
体
式
・
尾
題
・
後
附
・
刊
記
又
は
奥
書
・
表
紙
扉
一
裏
表
紙
等
を
除

い
た
墨
附
丁
数
・
修
補
・
旧
蔵
印
等
の
諸
事
項
を
、
ほ
ぼ
此
順
で
略
述

し
た
。
し
か
し
説
明
の
便
宜
上
、
必
ず
し
も
序
次
に
は
こ
だ
わ
ら
な

い
。
ま
た
修
補
の
単
な
る
虫
損
直
し
の
場
合
、
同
じ
く
修
補
時
に
挿
入

し
た
新
補
遊
紙
の
類
は
一
々
明
記
し
な
か
っ
た
J

一
、
本
稿
は
形
態
学
的
な
事
項
を
主
と
し
、
内
容
に
は
立
入
ら
な
い
。
ま
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た
抄
者
や
手
抄
さ
れ
た
当
該
蓄
に
つ
い
て
は
、
人
名
辞
書
や
索
引
・
伝

記
・
解
題
書
・
研
究
書
類
の
備
わ
る
も
の
が
多
く
、
略
記
す
る
に
止
め

た
。
‘
本
稿
は
各
専
門
家
の
精
査
を
侠
つ
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
呼
水
と

な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

ゴ
使
用
字
体
は
通
行
体
を
原
則
と
し
、

一
部
旧
体
・
別
体
字
を
残
し

た
。
ま
た
引
用
文
は
、
開
文
の
句
読
は
残
し
た
が
、
訓
点
・
送
仮
名
の

類
は
印
刷
の
都
合
上
、
殆
ど
省
略
に
従
っ
た
。

一
、
本
略
解
題
は
折
を
見
て
、
随
時
継
続
発
表
の
予
定
で
あ
る
。
お
気
づ

き
の
点
を
何
な
り
と
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

附
記

本
稿
と
原
本
と
の
照
合
校
正
等
に
つ
い
て
、
私
の
斯
道
文
庫
講
座

に
参
加
せ
る
学
生
諸
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

C 

名
家
手
抄
本

海
埜
石
窓
遺
墨
〈
飽
き
韓
彰
英
慮
呉
伝
ハ
漢
書
巻
三
四
)
附
荊
燕

呉
伝
(
向
巻
三
五
)
一
葉

海
野
〔
石
窓
〕
(
哨
謙
介
)
書

大
一
冊

薄
様
紙

後
補
砥
粉
色
表
紙
(
二
六
・
一
ニ

x
一
八
・
七
糎
)
双
辺
刷
枠
題
簸
に

「
海
埜
石
窓
遺
墨
」
と
書
す
。
浜
野
知
三
郎
氏
の
筆
。
巻
頭
「
幹
彰
英
直

呉
伝
第
四
〈
下
部
に
大
題
)
漢
書
一
二
十
四
/
正
議
大
夫
行
秘
書
少
監
浪
邪

県
開
国
子
顔
師
古
注
」
。
単
辺
合
二
・
一
×
二
九
・
八
五
八
表
裏
通
〉

糎
)
無
界
一
二
行
二
五
字
小
字
双
行
。
小
字
は
大
字
二
字
に
対
し
一
ニ
・
四

字
ほ
ど
。
全
一
七
了
。
次
に
「
荊
燕
呉
伝
第
五
(
下
部
に
大
題
)
漢
書
二
一

十
五
/
(
以
下
注
者
題
署
前
に
同
じ
こ
一
丁
の
み
を
存
す
。
横
に
朱
又

は
墨
点
を
打
ち
、
居
上
に
校
字
が
為
さ
る
。
第
九
丁
の
み
朱
句
点
あ
り
。

視
紙
挿
入
さ
る
、
原
料
紙
縦
約
二
二
・
四
糎
。
巻
頭
に
陰
刻
朱
印
「
浜
野

/
知
印
」
鈴
さ
る
。

本
書
に
は
、
末
に
「
佐
倉
教
官
菱
川
先
生
著
/
正
名
緒
言

全
/
秦
嶺

館
蔵
」
と
刻
し
、
欄
上
に
「
嘉
永
己
酉
重
刻
」
と
横
刻
し
た
双
辺
封
面
を

刷
印
せ
る
書
袋
を
切
開
き
、
そ
の
一
裏
面
を
縦
に
使
っ
て
封
筒
と
し
た
も
の

が
、
一
畏
打
修
補
の
上
、
折
込
ま
れ
て
綜
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
飯

御
上
邸
/
海
野
殻
介
/
さ
し
出
/
不
領
回

教
文
凡
/
封
減
」
の
文
字
が
見
え
る
。
末
端
に
「
腕
腕
…
陛
一
漢
書
閥
間
闘
技
」

の
識
語
あ
り
、
以
下
の
浜
野
氏
の
識
語
に
見
え
る
矢
部
潤
の
筆
で
あ
ろ

蔵
御
屋
敷
/
矢
部
品
之
助
様

う
。
次
に
、
単
辺
有
界
一

O
行
、
白
日
単
白
魚
尾
の
墨
刷
罫
紙
に
、
浜
野

知
三
郎
氏
の
識
語
あ
り
。
「
此
書
海
埜
石
窓
所
手
写
矢
部
潤
識
語
/
可
以

証
人
宍
潤
号
温
曳
石
窓
名
藻
倶
仕
/
掛
川
藩
太
回
公
余
購
矢
部
氏
之
遺
書
/

-212ー



数
冊
此
書
其
一
也
/
大
正
十
年
晩
秋

穆
軒
居
士
(
陰
刻
朱
印
「
知
/

印
」
〉
」
。
浜
野
文
庫
に
は
、
「
矢
部
温
受
稿
本
」
と
外
題
さ
れ
た
潤
の
稿
本

一
冊
が
存
す
る
。

本
書
は
識
語
に
云
う
如
く
、
掛
川
藩
儒
海
野
石
窓
が
壮
時
の
謄
写
本

で
、
薄
様
に
書
写
さ
れ
る
が
、
そ
の
底
本
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

荊
燕
呉
伝
が
今
一
葉
し
か
存
し
な
い
が
、
元
は
本
書
以
下
の
部
分
も
存
し

た
か
も
知
れ
な
い
。
韓
彰
英
虚
呉
伝
は
奈
良
朝
の
写
本
が
石
山
寺
に
存

し
、
影
印
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
と
は
や
や
出
入
が
あ
る
。
し

か
し
小
題
を
先
記
し
、
大
題
を
後
記
す
る
体
式
は
旧
い
型
式
を
遺
存
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

海
野
石
窓
、
松
崎
様
堂
門
。
安
政
六
年
没
、
享
年
七
十
三
。
因
み
に
封

筒
書
袋
の
「
正
名
緒
言
」
二
巻
附
録
一
巻
は
、
菱
川
秦
嶺
(
岡
山
)
の
著

作
で
、
嘉
永
二
年
の
重
刻
(
一
月
、
江
戸

和
泉
屋
善
兵
衛
刊
、
覆
文
化

六
年
肱
刊
本
〉
と
あ
れ
ば
、
此
書
面
の
差
出
時
期
は
ほ
ぼ
限
定
で
き
る
。

飯
蔵
御
屋
敷
と
は
愛
宕
下
に
あ
っ
た
下
屋
敷
を
さ
す
か
。

ハ

O
九
l

一
C

金
光
明
最
勝
王
経
音
義
孜
証

木
村
槻
斎
(
正
辞
)

文
久
三
年

三
月
写
(
森
根
園
等
)

大
一
冊

薄
様
紙

森
松
園
書
入
本

紺
色
空
押
目
つ
な
ぎ
表
紙
〈
二
六
・
二
×
一
七
・
九
糎
〉
貼
題
築
に

「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
孜
証
」
と
書
す
。
松
園
の
筆
。
安
政
六
年
己
未

八
月
朔
木
村
正
辞
志
「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
孜
証
序
」
二
丁
を
冠
す
。

巻
頭
「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
孜
証
/
木
村
正
辞
学
」
と
題
署
す
。
無
辺

無
界
一

O
行
二

O
字
小
字
双
行
。
字
面
高
約
二

0
・
0
糎
。
句
点
(
第
八

丁
裏
よ
り
二
三
丁
一
実
迄
朱
)
訓
点
朱
引
朱
圏
点
を
附
す
。
ま
ま
朱
校
字
あ

り
。
折
山
表
丁
下
部
に
丁
附
を
書
す
。
尾
題
「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
政

証
」
。
序
・
本
文
通
二
七
了
。
第
二
八
丁
表
に
、
正
辞
再
識
〔
肢
〕
一
丁
、

一
異
に
「
右
金
光
明
寂
勝
王
経
音
義
政
証
一
巻
、
槻
斎
木
部
氏
/
所
著
、
其

一
葉
至
八
葉
第
五
行
半
、
廿
四
葉
至
廿
八
葉
、
吉
田
市
之
進
/
所
写
、
其

他
余
所
自
紗
也
、
蓋
此
書
、
腫
孜
古
今
、
音
証
彼
我
、
/
精
町
駅
可
従
失
、

但
有
与
余
説
少
異
其
意
者
、
則
標
記
/
子
欄
外
、
以
備
他
日
遺
忘
耳
、
/

文
久
第
三
暦
突
亥
季
春
念
五
日
書
於
読
未
能
読
/

書
屋

叔
園
拙
者

森
立
之
(
朱
句
点
)
」
の
識
語
あ
り
。
此
識
語
の
一
不
す
通
り
、
上
層
に
「
立

之
案
」
等
と
し
た
根
園
の
案
語
・
書
入
が
多
い
。
首
に
「
森
/
氏
」
の
朱

印
を
鈴
す
る
。
薄
様
の
た
め
、
各
葉
に
藁
半
紙
挿
入
さ
る
。

本
書
編
纂
の
経
緯
は
、
正
辞
の
自
序
に
明
ら
か
で
あ
る
。

一
日
友
人
横
山
由
清
、
袖
古
紗
仏
経
音
義
一
冊
、
訪
予
茅
屋
、
取
而

閲
之
、
其
巻
尾
題
云
、
承
暦
三
年
己
未
四
月
十
六
日
抄
了
、
其
去
今

也
幾
八
百
年
、
然
今
之
所
見
者
、
摸
本
而
非
原
本
也
、
原
本
也
者
、
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旧
源
真
清
所
蔵
、
今
伝
在
某
侯
一
五
、
惜
子
巻
首
一
行
係
白
魚
火
、
失

子
題
名
、
不
知
其
為
何
経
音
義
、
然
毎
巻
存
品
目
、
因
探
索
諮
問
蔵

知
津
、
而
始
知
為
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
也
、
其
字
音
則
不
依
西
土

之
反
切
、
直
用
仮
字
、
而
明
某
字
為
某
音
、
至
如
其
三
内
音
接
仮

字
、
以

ν
j
二
体
、
而
別
宇
牟
二
字
、
:
:
:
義
門
:
:
:
顕
昭
:
:
:
太

回
全
斎
:
:
:
本
居
氏
:
:
:
慧
琳
:
:
:
按
慧
琳
音
義
巻
二
十
九
、
有
此

経
音
義
、
今
採
校
儲
子
此
、
市
如
其
所
引
用
之
書
、
有
間
不
与
今
之

伝
本
合
者
、
然
慧
琳
所
見
者
、
即
皆
跨
唐
旧
籍
、
故
並
従
本
書
之
所

引
、
不
敢
妄
改
、
若
其
漏
脱
批
謬
、
以
挨
来
哲
、
(
人
名
・
書
名
札

年
号
に
朱
引
あ
る
も
省
略
)

本
書
は
、
此
序
の
如
く
、
か
つ
て
山
川
豆
、
清
が
蔵
し
、
後
新
宮
城
主
水

野
忠
央
の
許
に
入
っ
た
、
白
河
帝
承
暦
一
二
年
四
月
十
六
日
の
書
写
年
紀
を

有
す
る
本
の
転
写
で
、
原
本
は
今
大
東
急
記
念
文
庫
が
蔵
し
、
影
印
に
附

さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
注
釈
で
あ
る
音
義
類
は
、
古
来
我
国
で
は
、
辞
書
の
如
く
に

用
レ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

木
村
正
辞
、
国
学
者
、
後
東
大
教
授
、
大
正
二
年
没
、
平
年
八
十
七
。

M
Y
能
穎
則
・
岡
本
保
4

平
等
に
学
を
受
け
、
漢
学
に
も
関
心
が
深
い
。
蔵
書

家
と
じ
て
知
ら
れ
、
本
略
解
題
に
も
既
に
此
人
の
蔵
書
を
用
い
て
対
校
し

た
と
の
記
述
が
一
一
舟
な
ら
ず
見
え
る
こ

a
l一一一一一
l
i
一
「
日
本
紀
私
記

提
要
」

一
b
i
一一一一
l
i
t
s
-

二
O
「
古
今
著
間
集
」
等
〉
。

蔵
書
は
大
東
急

記
念
文
庫
と
東
洋
文
庫
に
ほ
ぼ
折
半
さ
れ
た
。

ハ

O
九
l
一
C
1
-
一
|

金
光
明
最
勝
王
経
音
義
政
証
補

森
松
園
〈
立
之
)

文
久
コ
一
年

三
月
写
(
自
筆
)

半
一
冊

砥
粉
色
表
紙
(
二
一
二
・
七
×
一
六
・
一
糎
)
貼
題
答
に
「
金
光
明
最
勝

王
経
音
義
政
註
補
」
と
書
す
。
校
閣
の
筆
。
巻
頭
「
金
光
明
最
勝
王
経
音

義
放
証
補

収
閤
森
立
之
録
/
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
/
第
一
巻
」
と
題

署
す
。
単
辺
(
一
九
・
六
×
二
ニ
・
コ
一
糎
)
有
界
一

O
行
下
象
鼻
粗
黒
日

の
単
里
山
魚
尾
墨
刷
罫
紙
使
用
。
行
二
三
字
内
外
小
字
双
行
。
尾
題
「
金
光

明
最
勝
王
経
音
義
孜
証
補
」
。
全
六
了
。
首
に
「
森
/
氏
」
の
朱
印
を
鈴
す

る
。
末
に
立
之
政
二
則
並
び
に
息
約
之
の
識
語
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

全
文
を
録
す
る
。

高
著
一
巻
熟
読
沈
吟
音
放
彼
我
脱
税
証
古
今
義
理
精
察
/
間
不
容
針
若

活
用
之
所
施
遠
深
余
亦
同
好
黙
思
不
禁
遂
忘
/
諭
隅
写
出
素
心
君
忍

一
笑
以
加
披
尋
再
垂
教
示
宰
と
甚
と
/
突
亥
季
春
念
五
午
悪
日
同
党
辛

未
立
之
欽
捻
/

偶
書
子
辛
未
日
与
義
浄
入
佐
一
歳
其
支
干
正
合
突
不

亦
/ 

奇
縁
乎
立
之
叉
誌
/
，
(
以
下
下
部
に
小
字
で
書
さ
る
)
文
久

三
栄
亥
季
春
之
臨
夜
一
ニ
一
史
灯
下
独
坐
謄
写
了
其
/
家
大
人
白
書
本
送

d
A
1
 



木
部
正
辞
今
戚
此
副
本
子
家

約
之

此
約
之
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
立
之
自
筆
本
を
木
村
正
辞
に
送
り
、
約
之

謄
写
本
を
副
本
と
し
て
残
し
た
如
く
読
め
る
が
、
本
書
は
立
之
の
筆
で
あ

る
。
木
文
は
前
掲
標
記
と
ほ
ぼ
同
じ
な
が
ら
、
巻
四
「
勺
」
の
項
で
、
出

典
を
前
掲
標
記
で
は
「
医
心
方
新
修
本
草
」
と
す
る
の
に
対
し
、
本
書
で

は
「
皇
国
医
方
書
旧
鈴
李
唐
遺
巻
」
と
す
る
な
ど
や
や
出
入
が
あ
り
、
巻

三
の
「
関
」
巻
六
の
「
暴
」
等
前
掲
標
記
に
は
見
え
る
が
、
本
書
に
は
存

し
な
い
。

ハ

O
九
l
一
c
l一一一
l
一

〔
服
部
〕
栗
斎
抄
録
自
筆
半
一
冊

渋
刷
毛
目
表
紙
(
二
二
・
九
×
一
六
・
一
糎
)
左
肩
金
砂
子
散
し
貼
題

答
に
「
服
部
栗
斎
先
生
自
筆
」
(
後
人
の
筆
)
と
書
し
、
そ
の
右
に
「
雑

記
」
と
打
つ
け
書
あ
り
。
右
肩
に
「
五
雑
但
麻
史
綱
鑑
/
史
論
奇
抄

森
根
圏
、
本
稿
付
に
既
出
。

雑
記
ハ
外
題
〉

韻
学
瑚
瑳
」
と
目
録
外
題
打
つ
け
書
。
扉
罫
紙
中
央
に
「
史
論
奇
紗
」
と

書
し
、
下
に
「
栗
斎
/
主
人
」
の
陰
刻
朱
印
押
捺
さ
る
。
始
め
に
「
五
雑

畑
地
」
と
題
し
て
の
抜
抄
、
第
二
八
丁
、
版
心
上
象
鼻
中
央
を
墨
筆
で
黒
口

の
如
く
塗
り
、
中
縫
に
「
備
問
」
と
書
す
。
第
二
八
丁
一
裏
「
歴
史
綱
鑑

補
」
と
題
し
、
眉
上
に
「
備
問
」
と
書
さ
る
。
両
者
左
右
双
辺
(
一
九
・

一
一
×
一
二
・
九
糎
)
有
界
九
行
白
口
単
黒
魚
尾
墨
刷
罫
紙
使
用
、
行
二
一

!
三
字
ほ
ど
。
句
点
朱
墨
圏
点
を
附
す
。
五
雑
畑
地
で
は
、
ま
ま
事
項
等
を

標
記
し
、
事
部
・
地
部
等
の
部
分
け
に
傍
線
を
施
し
、
訓
仮
名
等
を
附

す
。
五
雑
畑
地
・
歴
史
綱
鑑
補
合
三
六
了
。
天
地
断
裁
さ
れ
、
為
に
標
記
や

や
切
取
ら
る
。
五
雑
姐
は
寛
文
の
和
刻
本
(
修
本
あ
り
)
が
存
す
る
。
歴

史
綱
鑑
補
三
九
巻
は
明
京
寅
の
撰
で
、
寛
文
の
和
刻
本
が
あ
り
明
治
期
迄

刷
印
さ
れ
て
い
る
。

次
に
単
辺
(
一
八
・
六
×
二
一
・
五
糎
)
有
界
一

O
行
白
口
思
一
刷
罫
紙

を
用
い
、
行
二

O
字
ほ
ど
に
以
下
の
史
論
を
抄
す
。

張
釈
之
論

蘇
賦

貰
生
論

司
馬
光

全

楊
時

秦
論

蘇
事式

読
孔
子
世
家

王
安
石

孫
武
論

蘇
賦

商
君
論

蘇
車式

斉
高
帝
欲
等
金
土
之
価

裳
拍

挑
宋
論

蘇
轍

張
釈
之
論
・
秦
論
白
文
、
他
は
全
て
朱
句
点
を
打
つ
。
全
二
二
丁
、
但
し

第
二
ニ
丁
白
紙
。
史
論
奇
紗
は
、

か
く
題
さ
れ
た
史
書
が
存
す
る
訳
で
は

のん



な
く
、
自
ら
の
史
観
に
参
考
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
抜
抄
し
た
文
章
に
附

し
た
題
名
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
清
廟
維
天
之
命
維
清
時
選
臣
共
暗
唱
武
「
韻
学
瑚
斑
例
言
」
三

丁
を
抄
し
、

「
韻
学
瑚
礎
/
第
一
韻

(
1第
九
韻
こ
を
録
す
。
本
篇
は

無
辺
無
界
九
行
二
一
字
内
外
小
字
双
行
に
書
さ
る
。
字
面
高
約
一
九
・
六

糎
。
例
一
一
一
一
口
に
は
朱
句
点
が
附
さ
る
。
全
四
了
。
清
刊
本
あ
る
か
。

末
に
以
下
の
識
語
あ
り
。
第
二
行
以
下
一
格
を
低
す
。

此
書
服
部
栗
斎
先
生
自
筆
也
先
生
名
保
命
字
佑
甫
一
号
旗
亭
/
通
字

良
平
梅
問
先
生
男
也
村
士
玉
水
門
人
江
戸
椛
町
住
/
寛
政
十
二
年
五

月
十
一
日
没
年
六
十
五
葬
於
麻
布
善
福
寺
墓
碑
頼
杏
坪
撰
/
子
時
天

保
一
五
年
六
月
十
六
日

一
一
一
浦
若
海
(
花
押
)

首
に
「
栗
ぬ
一
プ
主
人
」
「
馬
島
杏
雨
/
賊
書
之
印
」
の
陰
刻
朱
印
二
頼

押
捺
さ
る
。
杏
雨
江
戸
住
、
詩
・
書
で
知
ら
る
。

栗
斎
は
崎
門
の
儒
者
。
一
二
浦
若
海
の
識
語
に
云
う
如
し
。
但
し
、
別
号

旗
峯
。

。
九

C 

四

史
氏
備
考

〔
原
念
斎
〕
編

医
林

写
(
〔
大
久

初
集
第
二

保
一
翁
〕
)

大
一
冊

後
補
焦
茶
色
表
紙
(
二
七
・
六
×
一
九
・
八
糎
)
金
砂
子
散
し
双
辺
別

枠
題
鑑
に
「
史
氏
備
考
医
林
」
と
常
一
日
す
。
一
尿
(
一
五
表
紙
な
ら
む
〉

に
、
木

文
と
同
筆
に
て
「
原
芸
芯

原十一再渓

奥
山
立
芯

古
田
林
芯
/
/
井
原
近

閲

千
田
玄
智

望
月
三
英
/
望

香
月
牛
山
/
後
藤
艮
山

朝
一
月
雷
山

月山斗岡山

林
一
烏

越
雲
夢
/

加
藤
謙
斎
/
小
川
宿
一
奈
川

香
川
太
沖

北
山
林
翁
」
と
目
録
が
書
さ
れ
、
左
に
「
史
氏
備
考

間一一一軌

ru一
年
」
と
題
さ
る
。
裏
に
別
筆
に
て
「
大
久
保
一
翁
白
筆
」
と
識

す
。
無
辺
無
界
一

O
行
一
二
字
小
字
双
行
、
字
面
高
約
一
九
・
七
糎
、
白

医
林

初
集

文
に
て
以
下
の
碑
銘
・
伝
記
類
を
抄
す
。
全
二
七
了
。

原
芸
荏
墓
碑
銘
(
享
保
元
年
歳
丙
申
十
一
月
)

伊
藤
長
胤

雲
渓
原
君
墓
碑
銘
弁
序

井
孝
徳

官
盤
謙
徳
院
法
印
奥
山
氏
碑

林
信
篤

井
原
道
関
墓
誌

伊
藤
長
胤

故
医
法
眼
大
円
堂
先
生
墓
碑

物
茂
卿

香
月
牛
山
先
生
墓
碑

口
氏
一
じ

J
3

n
H川
一

1
ノ
ヰ
ノ
i

雷
山
先
生
墓
碑

服
一
冗
喬

望
月
君
一
ニ
英
法
眼
碑
銘

医
官
忠
岡
山
先
生
墓
掲
銘
(
文
化
十
有
三
年
歳
次
丙
子
九
月
)

林
信
言

JlX: 

林
一可
烏直
{i;; 

望
月
一
一
一
英

加
藤
謙
斎
先
生
伝
略
(
明
和
戊
子
孟
夏
三
河
宝
飯
西
郡
弟
等
謹
書
〉



小
田
雲
仙

長
沢
養
圭

雲
諸
処
士
小
川
君
頒
徳
碑

井
上
立
一
五

故
法
眼
雲
夢
越
公
墓
碑

服
元
香

故
北
山
林
翁
墓
碑

男
菰
恭

元
一
裏
表
紙
に
「
慶
応
元
年
乙
丑
初
夏
/
大
久
保
君
よ
り
到
来
也
」
の
識

語
あ
り
。

先
哲
叢
談
の
編
者
で
も
あ
る
原
念
斎
の
未
刊
写
本
「
史
氏
備
考
」
四
五

巻
の
中
、
巻
二
三
医
林
初
集
第
二
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
扉
の
目
録
外
題

に
記
さ
れ
た
吉
田
林
蓄
・
後
藤
艮
山
・
香
川
太
沖
の
三
名
の
伝
は
、
本
書

に
は
存
し
て
い
な
い
。
因
み
に
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
写
本
も
同
様
で
あ
る

が
、
本
文
に
な
い
三
名
に
は
、
目
録
中
に
朱
の
鈎
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。

大
久
保
一
翁
、
幕
臣
、
勝
海
舟
等
と
共
に
幕
政
に
参
与
し
、
維
新
後
静

岡
県
知
事
・
東
京
府
知
事
・
元
老
院
議
官
等
を
経
、
子
爵
。

石
泉
と
号

す
。
明
治
一
二
年
没
、
享
年
七
十
二
。

ハ

O
九
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c
l五
|

喪
礼
略

〔
荻
生
但
彼
〕
(
物
茂
卿
)

文
政
五
年
一

O
月
写

(
〔
渋
井
〕
太
室
)

大
一
冊

図
入

香
色
表
紙
(
二
六
・
コ
マ
〈
一
七
・
五
糎
〉
双
辺
刷
枠
題
答
に
「
喪
礼
略

糊
一
雑
時
一
写
」
と
書
す
。
後
人
の
筆
。
扉
本
文
同
筆
に
て
、
「
喪
礼
墨
」
と

書
す
。
一
畏
に
「
川
同
/
米
一
関
」
の
墨
印
あ
り
。
巻
頭
「
喪
礼
略
/
物
茂

gnu 

著
」
と
題
署
す
。
無
辺
無
界
一

O
行
二

O
字
小
字
双
行
、
漢
字
片
仮

名
交
り
、
字
面
高
約
二

0
・
三
糎
。
全
一
一
丁
。
裏
表
紙
見
返
に
以
下
の

奥
書
が
記
さ
る
。

喪
礼
略
一
男
但
株
先
生
所
著
偶
獲
一
本
/
而
忽
卒
謄
写
畢
覚
間
有
閥

誤
侠
他
/
日
得
佳
本
訂
正
鷲
耳
/

文
政
壬
午
初
冬
之
日
太
室
識

喪
祭
に
つ
い
て
は
、
礼
を
重
ん
ず
る
儒
者
(
特
に
崎
門
)
に
よ
っ
て
、

幾
つ
か
の
著
述
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
少
い
。
祖
彼

に
は
、
「
喪
(
葬
)
礼
略
」
或
い
は
「
喪
(
葬
)
礼
考
」
等
と
題
さ
れ
た
、

漢
文
二
種
・
漢
字
片
仮
名
交
り
文
一
種
、
計
三
通
り
の
同
名
異
書
が
あ

る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
コ
一
種
の
影
印
又
は
翻
字
を
収
め
、
解
題
を

附
す
る
、
み
す
ず
書
房
の
「
荻
生
祖
彼
全
集
」
第
二
二
巻
等
を
参
照
さ
れ

働-、。

中
心
B
L
V版

本
は
、
明
和
五
年
八
月
刊
本
・
鶴
岡
の
致
道
館
蔵
版
本
の
二
種
あ
る

が
、
内
容
同
様
で
、
漢
文
。
何
れ
も
著
者
没
後
、
江
戸
後
期
の
版
で
あ

る
。
明
和
版
は
全
集
未
著
録
。
断
句
。
首
に
、
明
和
戊
子
中
元
之
目
安
審

平
賀
晋
人
撰
「
葬
礼
考
序
」
を
冠
し
、
末
に
「
附
訳
」
を
附
す
。
「
明
和

五
年
戊
子
八
月
」
の
年
紀
の
後
に
、
「
塞
州
広
嶋
平
田
屋
町
柏
原
屋
/
摺

藻
堂

村
田
平
七
刊
行
」
の
双
辺
木
記
あ
り
、
序
者
平
賀
中
南
(
本
稿
り

に
既
出
)
の
地
元
広
島
で
の
地
方
版
で
、
所
在
は
飴
り
知
ら
れ
て
い
な

門

iつ臼



い
c

故
長
津
規
矩
也
氏
蔵
本
が
、
「
影
印
日
本
随
筆
集
成
」
第
十
二
輯
(
汲

古
書
院
刊
)

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
片
仮
名
交
り
文
の
も
の
は
、

図
入

り
。
写
本
で
伝
わ
る
の
み
。

渋
井
太
室
、
佐
倉
藩
儒
。
天
明
八
年
没
、
享
年
六
十
九
。

ハ

O
九

|
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職
原
名
目
妙
〈
尾
題
・
断
定
さ

寛
政
二
年
二
月
写
(
〔
狩
谷
被
斎
〕
真

大
一
冊

後
補
布
目
地
渋
刷
毛
目
格
子
文
様
覆
表
紙
(
二
七
・
三
×

糎
)
双
辺
別
枠
題
鑑
に
「
職
原
名
目
抄
狩
谷
絞
斎
手
録
」
と
書
す
。
香
色
一
冗

表
紙
貼
題
接
に
「
職
原
名
目
紗
完
」
と
書
し
、
「
青
山
」
の
朱
印
押
捺

さ
る
。
遊
紙
二
丁
あ
っ
て
、
直
に
「
上
濁
下
清
」
と
本
文
に
入
る
。
無
辺

末

一
九
・
二

無
界
六
行
、
四
段
に
記
載
。
小
字
で
音
注
あ
り
。
「
真
末
一
去
」
「
綱
正
先
生

日
」
「
乾
綱
正
先
生
口
授
」
ぺ
広
橋
伊
光
卿
御
口
授
」
等
の
傍
注
書
入
が
存

す
る
。
ま
ま
朱
連
合
符
・
訓
仮
名
あ
り
、
朱
に
て
濁
点
を
表
示
す
。
尾
題

「
職
原
名
目
紗
」
。
巻
末
に
以
下
の
奥
書
一
丁
あ
り
。

右
一
巻
査
井
翁
口
授
日
坂
氏
令
恩
借
写
之
/

五
文
三
戊
午
秋
九
月

下
旬

合
章
斎
/
右
借
一
部
井
氏
之
蔵
本
終
官
官
官
7

之
功
云
/

延

二
年
乙
丑
之
秋

度
会
常
典
/
右
予
朋
藤
原
美
雅
謄
写
賊
子
小
生

者
/
寛
政
改
元
冬
十
二
月
二
十
日
/

源
朝
臣
綱
正
/
右
以

f河

正
先
生
所
蔵
之
本
書
写
者
/
寛
政
二
年
(
年
の
字
O
を
打
っ
て
挿
入

さ
る
ν

春
二
月
廿
六
日

真
末

末
に
遊
紙
二
丁
綴
じ
ら
る
。
本
文
七
了
。
首
に
「
青
裳
堂
減
書
」

「
点
目

山
」
の
朱
印
二
頼
押
捺
さ
る
。

本
書
は
職
原
抄
に
見
え
る
官
職
等
の
清
濁
を
一
爪
す
書
。
識
一
珠
山
に
よ
る
と
、

も
と
本
稿

ω既
出
の
故
実
家
査
井
義
知
の
口
授
に
か
か
り
、
転
々
乾
綱
正

よ
り
若
き
日
の
板
斎
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
被
斎
此
時
年
十
六
。

名
古
屋
大
学
皇
学
館
文
庫
の
、
一
五
文
五
年
六
月
、
藤
原
親
ヰ
写
「
職
原

名
目
清
濁
紗
」
は
、
内
容
本
書
と
同
一
で
あ
る
。
な
お
査
井
義
知
に
は
、

数
種
の
職
原
抄
の
注
解
書
が
存
す
る
。

狩
.谷
東根
虫斎
ヨ1.<、
“y、
本
稿
付

既
出

ハ

O
九
l
一
e
l七
l

寛
政
三
年
二
一
月
写
(
〔
狩
谷
被
斎
〕

〔
伊
藤
〕
東
監

高
橋
真
末
〉

黄
土
色
表
紙
(
二
一
ニ
・
一
一
一
×
二
ハ
・
三
五
糎
)
貼
題
答
に
「
東
里
談

絞
斎
幼
年
一
防
護
」
と
書
す
、
森
釈
閣
の
筆
。
扉
「
東
里
談
」
こ
れ
も
松
園

半

冊

筆
。
巻
頭
「
東
里
談
」
と
題
L
て
、
肩
上
に
「
仮
ミ
子
」
と
朱
筆
に
て
項

名
を
標
記
す
。

加
熱
辺
無
界
一
八
行
、
字
面
高
約
一
八
・
四
糎
、
漢
字
片
仮

名
交
り
。
朱
引
、
朱
筆
に
て
校
字
鴫
閥
点
・
引
用
符
を
附
す
。
漢
文
の
引

用
箇
所
に
は
、
ま
ま
訓
点
・
送
仮
名
・
訓
仮
名
・
米
句
点
等
あ
り
。
末
に
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「
右
一
冊
以
大
邑
淳
卿
之
蔵
書
謄
写
之
早
/
か
時
/
寛
政
三
年
雪
月
中

弘ふ
i

計
仰
げ

高
橋
(
真
末
の
花
押
)
」
の
奥
書
を
記
す
。
全
八
丁
。
首
に
「
青

裳
堂
減
書
」
「
森
/
氏
」
朱
印
二
頼
鈴
さ
る
。

伊
藤
東
涯
の
三
男
東
所
の
子
、
東
里
の
随
筆
の
抄
記
で
、
以
下
の
各
項

を
収
む
。小
普
請
金
ノ
寸
・
コ
ク
セ
ン
ヤ
ノ
寸
・
ウ
ミ
タ
ケ
ノ
寸
・
入
梅
ノ
寸

(
ク
ロ
ソ
ン
ブ
ツ
〉
・
華
陽
夫
人
ノ
寸
・
ギ
ヤ
マ
ン
ノ
寸
・
倭
語
漢

訳
ノ
寸
・
明
星
ノ
俗
一
一
員
ノ
寸
・
八
朔
ノ
寸
・
月
番
ノ
寸
・
カ
ハ
セ
金

ノ
寸
・
ヤ
カ
ラ
カ
子
ノ
寸
・
カ
イ
テ
ウ
ノ
寸
・
小
児
ノ
戯
ノ
寸
・
梧

攻
ノ
寸
・
五
臓
図
ノ
寸
・
御
神
系
ノ
御
寸
・
帯
鈎
ノ
寸
・
キ
ヨ
ク
ハ

ぜ
ジ
ヤ
ヴ

チ
ノ
寸
・
ク
カ
イ
ト
云
寸
・
軟
障
ノ
寸
・
正
字
通
一
一
取
ア
ル
寸
・
競

馬
ノ
円
1

・
E
女
ノ
口
ヨ
セ
ト
云
寸
・
尺
八
ノ
寸
・
ヂ
ケ
シ
ノ
寸
(
八

朔
ノ
寸
ま
で
、
眉
上
に
朱
筆
に
て
項
目
名
を
標
記
す
。
本
文
中
の
項

目
題
は
、
筆
軸
を
以
て
朱
印
し
書
さ
る
る
も
、
第
一
項
と
眉
上
に

「
ク
ロ
ソ
ン
プ
ツ
」
と
標
記
あ
る
こ
項
は
題
さ
れ
ず
〉

東
里
を
称
す
る
儒
者
は
多
い
が
、
本
書
は
、
第
三
項
「
コ
ク
セ
ン
ヤ
ノ

寸
」
中
に
「
東
涯
(
朱
引
あ
り
〉
先
生
ノ
説
モ
詳
ナ
ラ
ス
予
別
書
-
一
出
ス

ヘ
シ
」
、
ま
た
「
尺
八
ノ
寸
」
中
に
「
予
先
一
一
堀
君
ノ
許
-
一
〆
東
阜
ノ
モ

テ
来
ル
長
笛
ヲ
見
シ
ニ
」
等
と
あ
り
、
古
義
堂
の
学
を
継
承
し
た
東
里
の

著
作
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
本
篇
は
写
本
で
伝
わ
る
の
み
。
前
掲
書
書

写
の
翌
年
、
根
斎
十
七
歳
の
筆
で
あ
る
。

ハ

O
九
|
一

c
l八
|

重
輯
東
莱
呂
氏
古
易
音
訓
二
巻

宋
呂
祖
謙

(
渋
江
抽
斎

写

カ
)
大
一
冊

市
野
〔
迷
庵
〕
ハ
光
彦
)
等
校
合
書
入
本

砥
粉
色
表
紙
(
二
七
・
一
×
一
九
・
一
五
糎
)
に
直
に
「
古
易
音
訓
」

と
書
す
。
末
に
朱
筆
小
字
双
行
に
て
「
曝
書
亭
/
文
集
」
と
注
記
あ
る

「
重
輯
東
莱
呂
氏
古
易
音
訓
序
録
」
五
丁
を
冠
す
。
此
序
は
、
宋
義
文
志

東
莱
文
集
・
書
録
解
題
・
〔
朱
子
〕
文
集
・
経
義
考
等
よ
り
の
引
録
集

成
に
な
る
提
要
。
序
末
に
以
下
の
迷
庵
識
語
一
丁
あ
り
。

光
彦
少
習
周
易
本
義
而
疑
其
注
釈
簡
略
不
如
図
書
集
註
詩
集
伝
之
例

鷲
後
読
朱
子
文
集
始
知
易
本
有
目
氏
音
訓
而
朱
子
深
取
其
説
本
義
特

釈
其
義
也
乃
購
求
多
年
不
能
得
也
頃
嘗
読
通
志
堂
経
解
所
載
元
儒
都

陽
董
真
卿
周
易
伝
義
会
通
音
訓
一
書
悉
附
経
文
乃
抄
撮
成
編
以
附
周

易
本
義
後
庶
幾
不
背
朱
子
之
志
耳
目
同
又
且
節
録
先
儒
之
説
及
子
音
訓
者

以
証
此
書
必
不
可
閥
也

寛
政
六
年
甲
寅
夏
四
月
江
戸
市
野
光
彦
識

巻
頭
「
重
輯
東
莱
呂
氏
古
易
音
訓
巻
上
(
下
)
/
金
華

王
辛
受

受
」
と
題
署
す
。
左
右
双
辺
(
一
九
・
二
×
一
一
一
一
・
二
五
糎
)
有
界
九
行

臼
口
単
黒
魚
尾
墨
刷
罫
紙
使
用
、
行
二

O
宇
小
字
双
行
。
版
心
上
象
鼻
に 筆



「
十
日
易
音
訓
」
と
書
し
、
中
経
下
部
に
了
附
あ
り
。
関
上
に
朱
間
一
一
位
藍
に
て

校
字
あ
り
、
ま
ま
本
文
中
の
字
を
朱
墨
に
て
一
訂
す
。
下
巻
脚
欄
に
文
言
伝

の
前
ま
で
藍
筆
に
て
当
該
易
の
卦
名
を
記
し
標
目
と
為
す
。
文
一
一
一
一
口
伝
以
下

朱
筆
に
て
脚
欄
に
章
次
記
さ
る
。
ま
た
朱
筆
に
て
「
此
ト
コ
ロ
ヱ
提
書
ス

ヘ
シ
」
等
、
書
写
指
定
の
辞
も
見
ゆ
。
胡
粉
塗
抹
ま
た
切
貼
や
誤
字
の
上

に
紙
を
貼
り
、
訂
正
が
為
さ
る
。
尾
題
「
重
輯
東
莱
呂
氏
古
易
音
訓
巻
上

(
下
)
終
」
。
尾
題
前
に
、
朱
筆
に
て
「
文
化
十
三
年
丙
子
夏
五
月
以
足

利
学
所
蔵
/
会
通
元
本
校
合
畢

市
野
光
彦
誌
」
の
校
合
識
語
あ
り
、
一
畏

に
、
同
じ
く
朱
に
て
「
朱
子
易
本
義
次
序
/
上
経

下
経

上
象
伝説
卦
伝

象
伝

下
象
伝
/
繋
辞
上
伝

文
言
伝

上
象
伝

繋
辞
下
伝

序
卦
伝
/
雑
卦
伝
以
上
十
二
篇
」
と
記
さ
る
。
な
お
本
文
中
の
易
の
卦
は
印

を
用
う
。
巻
上
一
二
、
巻
下
通
四
四
了
。

迷
庵
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
壮
年
の
迷
庵
が
若
き
よ
り
多
年
捜

し
求
め
た
宋
呂
祖
謙
の
古
易
音
訓
を
、
通
志
堂
経
解
中
の
元
藍
真
卿
の

「
周
易
会
通
」
に
見
出
し
、
抄
出
し
て
一
編
と
し
た
も
の
で
、
二
十
三
年

を
経
た
後
、
足
利
学
校
蔵
の
一
五
刊
本
と
の
校
合
を
為
し
た
。
そ
の
木
を
、

恐
ら
く
、
迷
庵
の
弟
子
で
あ
る
渋
江
抽
斎
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
部
分
が
抽
斎
の
筆
に
な
る
が
、

一
部
迷
庵
の
自
筆
書
入
箇
所
が
あ
る

か
。
尚
迷
庵
自
筆
本
は
、
森
松
園
よ
り
一
楊
守
敬
の
取
得
す
る
所
と
た
り
、

現
在
台
湾
の
故
宮
博
物
院
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
序
末
の
迷
庵
識
語
は
、
年

紀
を
始
め
「
文
化
乙
丑
正
月
1

一
と
若
し
、
見
せ
消
ち
に
て
前
記
し
た
如
く

訂
正
さ
れ
て
い
る
。
迷
庵
の
未
だ
李
唐
考
勘
の
学
に
入
ら
ど
」
る
頃
の
為
事

で
あ
る
。
阿
部
隆
一
氏
「
町
中
国
訪
書
志
」
等
参
照
。

ハ

O
九
l

一

c
i

九

雑
抄
ハ
外
題
〉

猪
飼
〔
敬
所
〕
(
彦
博
)
抄
録

疋
円
ベ
手
七
1
1

7
1
;ゴ
グ

一
一
月
写
(
自
筆
)

半
一
冊
(
仮
鱗
)

本
文
共
紙
表
紙
(
二
四
・
一
×
一
七
・

O
糎
)
に
直
に
「
雑
抄
」
と
書

下

す
。
表
紙
見
返
に
「
橘
窓
茶
話
雨
伯
陽

徴
中
弁
竹
山
/
扶
桑
名
賢
文
集
林
義
端
/
/
右
五
部
抄
」
と
目
録
を
記
す
。

巻
頭
「
橘
憾
茶
話
開
設
問
日
限
明
棚
一
新
制
一
れ
と
と
題
さ
る
。

古
学
別
集
/
非
物
五
井
蘭
洲

一
O
了
。
次

に
「
古
学
別
集
抄
/
丙
午
仲
秋
初
九
/
務
飼
彦
博
摘
抄
」
と
題
し
て
、
写

本
で
伝
わ
る
、
伊
藤
蘭
隅
編
「
古
学
先
生
別
集
」
巻
四
の
「
日
札
」
「
世
間
近

思
録
紗
」
の
抜
抄
六
了
。
次
に
「
非
物
篇
抄
〈
次
行
小
字
双
行
に
て
一
格

を
低
し
、
「
非
物
篇
六
巻
、
大
阪
五
井
純
絹
著
、
墓
誌
日
、
:
:
:
宝
暦
十

二
年
卒
、
寿
六
十
六
、
」
ご
と
題
し
、
第
一
四
丁
表
一
行
迄
u

次
に
追
込

で
、
「
非
徴
駄
側
一
岬
w
d
輔
一
問
仁
川
…
官
官
一
肌
非
物
、
」
と
題
し
、
一

O
了
。
末
に

「
丙
午
冬
閏
十
月
随
読
随
抄
〆
蒲
飼
彦
博
」
と
署
さ
る
。
此
二
書
の
題
意

は
、
一
非
物
茂
卿
・
非
論
語
徴
で
、
共
に
祖
練
物
氏
一
の
学
を
難
じ
た
著
。
天
明 ヨド
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四
年
に
合
せ
刻
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
「
樽
桑
名
賢
文
集
慨
一
群
一
一
時
利
害
林
」

と
題
し
、
三
了
。
末
に
「
右
丙
午
季
冬
下
回
夜
灯
下
摘
抄
」
と
記
さ
る
。

本
文
集
は
元
禄
一
一
年
の
刊
、
後
宝
永
元
年
に
は
詩
集
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
佐
藤
直
方
四
書
便
講
序
・
安
東
省
蓄
四
書
道
徳
総
図
序
・
伊
藤
維
槙

送
片
岡
宗
純
帰
柳
川
序
・
伊
藤
長
胤
贈
吐
山
叉
蓄
帰
郷
序
・
長
胤
春
秋
正

朔
排
・
伊
藤
維
槙
漢
文
帝
除
肉
刑
論
・
貝
原
篤
信
時
宜
論
を
録
す
。

本
書
は
無
辺
無
界
一

O
行
二
一
字
内
外
小
字
双
行
、
字
面
高
約
二

0
・

四
糎
に
記
さ
れ
、
句
点
が
施
さ
る
。
古
学
別
集
抄
は
や
や
謹
直
だ
が
、
全

巻
行
書
体
の
抜
抄
で
、
「
茶
話
」
に
は
標
記
・
按
語
が
見
ら
れ
る
が
、
他

は
「
非
物
篇
」
に
二
箇
所
ほ
ど
標
記
あ
る
の
み
。
巻
頭
に
「
瀦
飼
/
敬
所

翁
/
遺
書
」
印
を
鈴
し
、
「
是
初
年
ノ
抄
書
/
不
載
」
と
朱
筆
に
て
記
せ

し
貼
紙
あ
り
。

本
抄
記
は
、
近
江
の
出
で
京
で
学
ん
だ
敬
所
が
、
郷
土
ゆ
か
り
の
雨
森

芳
洲
ゃ
、
京
・
大
坂
の
関
西
名
家
の
随
筆
・
文
集
類
か
ら
、
随
読
随
抄
し

た
所
謂
雑
抄
で
、
二
六
歳
の
筆
に
為
る
。
本
稿
付
で
も
触
れ
た
が
、
こ
う

し
た
雑
抄
類
は
、

一
見
と
り
と
め
の
な
い
記
述
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
抄

録
者
に
と
っ
て
は
宝
の
函
で
、
詞
華
集
・
備
忘
録
・
辞
書
・
索
引
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
。
江
戸
期
の
学
者
は
、
自
己
の
学
文
を
為
す
一
方

で
、
終
世
こ
の
作
業
を
続
け
た
人
が
多
い
。
ま
た
筆
録
者
の
興
味
や
関
心

も
知
ら
れ
、
そ
の
学
や
人
間
形
成
を
知
る
上
で
、
後
人
の
又
と
な
い
参
考

書
と
も
な
る
。

以
下
祷
飼
敬
所
の
雑
抄
が
続
く
。
敬
所
、
本
稿
。
に
既
出
。
ハ

O
九

|

。敬所
先
生
経
書
抄
〈
題
策
)

葎
飼
〔
敬
所
〕

(
彦
〉
抄
録

嘉
永

三
年
写
(
自
筆
)

半
一
冊

後
補
濃
紺
色
表
紙
(
二
四
・
六
×
一
七
・
一
糎
)
双
辺
刷
枠
題
鑑
に

「
敬
所
先
生
経
書
抄
」
と
書
す
。
扉
の
如
く
に
「
嘉
永
三
庚
(
三
庚
の
二

字
後
か
ら
挿
入
さ
る
)
戊
年
正
月
念
一
始
/
図
書
徐
論
(
以
下
三
行
に

「
論
語
済
/
孟
子
済
/
中
庸
済
」
と
書
さ
る
)
/
雑
著
/
務
飼
彦
績
」
と

書
せ
し
断
簡
を
貼
附
す
。

本
書
は
以
下
の
八
葉
の
断
簡
の
貼
込
帳
で
あ
る
。

詩
経

葛
履
履
霜
之
篇

詩
園
風
七
月
篇

春
秋
伝

桓
公
三
年
有
年

宣
公
十
六
年
大
有
年

大
学

君
子
以
財
興
身
小
人
以
衆
財
亡
身

詩
経

采
罰
采
非
無
以
下
体

A

民
間
支
ロ

ココ

u-一三
μ

無
為
而
治
者
夫
無
乎
公
冶
長
初
(
題
名
の
み
。
棒
線
を
以
て
抹

消
さ
る
)



ネL
Z己

里
有
質
拭

詩
経

甘
裳
篇

孟
子

是
故
無
賢
者
也

無
辺
無
界
、
字
面
高
約
一
八
・
一
一
糎
に
書
写
さ
る
。
原
料
紙
高
約
二

0
・

五
糎
。
扉
の
部
分
に
「
猪
飼
〆
敬
所
翁
/
遺
書
」
の
朱
印
押
捺
さ
る
。

題
署
に
あ
る
「
績
」
は
纂
と
同
じ
音
、
深
で
あ
り
、
且
つ
は
前
人
の
業
を

継
ぐ
意
も
持
つ
の
で
、
敬
所
が
四
書
の
先
備
の
諸
説
を
抜
抄
纂
編
し
て
、

一
書
と
為
さ
ん
と
し
た
そ
の
ノ
l
ト
の
断
簡
で
あ
ろ
う
。
扉
の
「
済
」

は
、
四
書
徐
論
の
編
修
作
業
が
、
論
語
・
孟
子
・
中
庸
に
つ
い
て
は
終
っ

た
の
意
か
。
但
し
本
書
は
あ
く
ま
で
も
経
書
断
簡
の
貼
込
帳
で
、
扉
も
そ

の
一
部
に
過
、
ぎ
ず
、
本
書
の
惣
名
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。

ハ

O
九
i

一

c
i
一一
laa--

一

御
題
朱
葬
尊
経
義
考
〔
抄
〕

〔
務
飼
敬
所
〕
(
彦
博
)
抄
録

筆

半
一
冊

黄
色
地
に
中
華
都
市
図
を
刷
出
せ
し
艶
出
し
表
紙
(
二
二
・
九
×
一
五

六
糎
ω
貼
題
簸
に
「
務
飼
敬
所
翁
手
抄
御
題
朱
葬
尊
経
義
考
」
と
築
体

で
章
一
回
す
。
扉
「
御
題
朱
葬
尊
経
義
考
抄
」
と
題
す
、
後
人
の
筆
。
扉
裏

に
「
校
正
ス
ミ
」
の
貼
紙
あ
り
。
巻
頭
「
御
題

(
O
印
朱
筆
V

朱
葬
尊
経

義
考
L

一
と
題
さ
る
ぺ
扉
裏
に
「
経
義
考
御
題
ア
り
御
題
/
ト
ハ
乾
隆
帝
朝

来
日
ニ
題
ス
ル
/
詩
ナ
リ
比
詩
即
日
一
九
ナ
リ
」
の
貼
紙
あ
り
。
巻
頭
上
層
に
は

「
此
書
皆
/
不
可
載
」
と
朱
書
せ
し
貼
紙
を
附
す
。
第
二

l
一
ニ
了
表
に

「
経
義
考
総
目
」
あ
り
、
一
装
丁
よ
り
本
文
を
抄
録
す
。
双
辺
(
一
八
・
九

五
×
二
ニ
・
一
二
糎
)
有
界
一

O
行
、
白
口
単
黒
魚
尾
の
墨
刷
罫
紙
使
用
、

行
二

O
字
小
字
双
行
。
朱
墨
両
筆
の
句
点
・
圏
点
あ
り
。
ま
ま
「
彦
博

按
」
と
し
て
、
本
文
中
に
小
字
双
行
に
て
按
語
を
附
し
、
校
字
・
標
注
が
三

筒
所
ほ
ど
存
す
る
。
後
の
敬
所
遺
著
刊
行
の
た
め
の
編
纂
者
の
も
の
か
、

貼
紙
あ
り
。
全
二
三
了
。
首
の
遊
紙
に
「
竹
清
蔵
」
、
扉
に
「
務
飼
/
敬

所
翁
/
遺
書
」
の
朱
印
押
捺
さ
る
。
本
稿
付
既
出
の
、
竹
清
三
村
清
三
郎

日
蔵
。清の
朱
葬
尊
の
一
ニ

O
O巻
(
原
関
巻
二
八
六
・
二
九
九
・
一
ニ

O
O
)
に

わ
た
る
湾
大
な
経
書
解
題
か
ら
の
抜
抄
。
清
乾
隆
刊
本
等
が
あ
る
。

。

自

九

i
一
c
i
一
一
一
!
一

義
門
読
書
記
抄
他

〔
磯
飼
敬
所
〕
(
彦
博
)
抄
録

自

筆

冊

番
色
表
紙
(
二
二
・
六
×
一
五
・
九
糎
〉
に
寵
に
「
義
門
読
書
記
抄
」

と
書
す
。
見
返
上
部
に
「
祷
飼
敬
所
」
と
記
せ
る
貼
紙
、
同
じ
く
下
部
に

「
不
載
」
と
朱
書
せ
る
貼
紙
あ
り
。
巻
頭
「
義
門
読
書
記
抄
」
と
題
し
、

一
格
を
低
し
小
字
双
行
に
て
向
書
の
解
題
を
記
す
。
詩
経
上
永
懐
堂
本
・
史

-222ー
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記
汲
古
関
本
・
前
漢
書
・
後
漢
書
・
論
語
柿
白
既
擢
市
往
者
章
・
穀
梁
春
秋

s

公
羊
春
秋
等
と
題
し
て
抜
抄
し
、
第
三
三
丁
表
第
三
行
に
「
右
何
義
門

読
書
記
」
と
記
さ
る
。
清
何
悼
撰
「
読
書
記
」
五
八
巻
か
ら
の
抜
抄
。
清

乾
隆
刊
本
が
存
す
る
。

次
に
追
込
で
、
「
易
緯
通
卦
験
云
、
:
:
:
」
等
と
し
て
、
易
緯
通
卦
験
を

抜
抄
し
、
「
按
」
「
彦
博
按
」
等
と
按
語
考
証
を
附
す
。
第
三
五
丁
表
迄
。

「
後
漢
志
注
易
緯
暮
景
与
清
本
通
卦
験
不
同
今
考
勘
如
左
」
と
し
、
辞
句

の
考
勘
あ
り
。

第
三
五
丁
一
義
よ
り
、
「
史
通
通
釈

清
南
仔
秋
浦
起
龍
二
田
釈
/
内
篇
」

と
題
し
、
抜
抄
。
此
書
に
は
、
清
乾
隆
刊
本
が
存
す
る
。

一
格
を
低
し
、

小
字
双
行
に
て
按
語
を
記
せ
る
あ
り
1

e

左
に
引
録
す
る
。

図
表
松
之
有
言
、
凡
記
吾
一
口
之
体
、
当
使
若
出
其
口
、
辞
勝
市
無
実
、

君
子
所
不
取
也
、
此
語
可
概
此
下
諸
篇
、

O
夢
渓
筆
談
載
昆
舵
市
河

北
大
水
、
有
公
事
使
臣
到
閥
、
仁
宗
召
間
水
災
何
如
、
対
日
懐
山
裏

陵
、
叉
問
百
姓
何
如
対
日
如
喪
考
批
、
上
陸
山
然
、
既
退
詔
閤
門
、
今

後
武
臣
奏
事
、
並
須
直
説
、
読
此
因
触
及
之
、
不
覚
失
笑
、
北
平

五
九
信
史
務
在
紀
実
、
語
従
其
実
、
史
法
也
、

本
書
は
、
双
辺
(
一
八
・
九
五
×
二
ニ
・
三
糎
)
有
界
一

O
行
白
日
単

黒
魚
尾
の
墨
刷
罫
紙
使
用
。
行
一
九
字
小
字
双
行
。
ま
ま
句
点
朱
引
が
施

さ
れ
、
胡
粉
で
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
史
通
通
釈
に
は
、
出
典
筒
所
や
注

記
が
細
字
で
傍
書
さ
る
。
全
四
九
丁
。

0 
九

C 

〔
和
学
排
抄
〕

〔
葎
飼
敬
所
〕
抄
録

大
一
冊

自
筆

後
補
焦
茶
色
表
紙
会
一
六
・

O
×
一
七
・
八
五
糎
)
双
辺
刷
枠
題
簸
に

「
敬
所
先
生
雑
抄
」
と
書
す
。
巻
頭
題
署
な
く
、
直
ち
に
「
謝
肇
澗
か
五
雑

姐
に
い
に
し
へ
長
命
の
人
を
集
た
る
処
に
日
本
/
紀
武
内
三
百
歳
と
書
た

る
は
:
:
:
」
と
、
本
文
が
記
さ
る
。
以
下
「
和
学
排
に
叉
日
円
珠
経
上
下

巻
注
は
何
曇
か
集
解
首
書
に
/
明
経
博
士
の
注
あ
り
:
:
:
」
、
「
叉
日
ひ
と

t
A

せ
長
崎
に
て
唐
人
の
旅
舘
よ
り
:
:
:
」
、
「
又
臼
伊
勢
物
語
に
春
日
の
里

に
知
る
よ
し
し
て
:
:
:
」
、
「
叉
日
少
納
言
通
憲
の
撰
れ
し
本
朝
世
記
は
希

代
の
菰
書
也
/
:
:
:
」
、
「
叉
日
三
代
実
録
板
行
の
書
は
脱
筒
甚
た
多
し
・
:

-
:
」
、
「
海
上
の
ナ
ダ
を
灘
の
字
を
書
は
誤
り
也
灘
は
瀬
也
ナ
ダ
に
あ
ら
す

/
新
古
今
集
に
/

紀
ノ
貫
之
か
曲
水
の
宴
せ
し
に
:
:
:
」
、
「
叉
日
コ
ソ

パ
ユ
シ
ス
グ
ツ
タ
ヒ
な
と
/
¥
云
字
は
痔
の
字
也
医
書
を
/
読
人
の
カ
ユ

シ
ト
ば
か
り
覚
へ
た
る
は
誤
り
な
り
カ
ユ
シ
と
云
は
棲
/
の
字
也
:
:
:
」
、

「
叉
日
一
樹
の
蔭
の
雨
や
と
り
一
河
の
流
を
汲
む
事
も
是
皆
他
/
生
の
縁

叉
日

也
と
い
ふ
事
:
:
:
」
、
「
天
下
泰
平
国
土
安
穏
と
云
事
:
:
:
L
、
「
又
日
九
月

十
三
夜
月
を
も
て
あ
そ
ふ
事
菅
原
後
集
を
/
引
て
:
:
:
」
の
全
十
一
項
が

抜
抄
さ
る
。
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本
書
無
辺
無
界
二
一
行
(
第
三

T
は
一
一
行
)
、
字
面
高
約
二
二
・

0

糎
、
白
文
、
一
ニ
了
。
槻
紙
挿
挟
ま
る
。
原
料
紙
縦
約
二
四
・
二
糎
。
第
一

了
一
畏
よ
り
、
項
頭
に
朱
筆
で
O
印
が
打
た
る
。

本
抜
抄
は
全
て
、
第
二
項
に
記
さ
れ
て
い
る
「
和
学
排
」
か
ら
の
引
録

で
あ
る
。
和
学
排
は
、
江
戸
の
儒
者
で
祖
後
学
の
篠
崎
東
海
の
著
で
、
宝

暦
八
年
の
版
本
も
あ
り
、
A

大
田
南
畝
の
編
に
な
る
叢
書
「
一
ニ
十
幅
」
に
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。

ハ

O
九
l

一
c
i
一
四

i

蘇
子
由
古
史
抄

大
一
冊
(
仮
綴
)

〔
務
飼
敬
所
〕
抄
録

自
筆

本
文
共
紙
表
紙
(
二
五
・
一
×
一
七
・
三
糎
)
左
側
や
や
中
央
よ
り

に
、
直
に
「
様
子
古
史
抄
」
と
書
す
。
裏
表
紙
を
表
紙
の
書
脳
部
ま
で
廻

し
、
包
背
装
の
如
く
す
。
巻
頭
「
蘇
子
由
古
史
抄
」
と
題
す
。
無
辺
無
界

一
O
行
二

O
字
小
字
双
行
。
字
面
高
約
二

0
・
一
糎
。
句
点
を
附
す
。
胡

粉
に
よ
る
塗
抹
訂
字
あ
り
。
全
一
七
了
。
巻
頭
下
端
に

「
此
書
皆
不
/

載
」
の
朱
筆
貼
紙
あ
り
。
上
層
に
「
藷
飼
/
敬
所
翁
/
遺
書
」
の
朱
印
押

捺
さ
る
。

本
書
は
、
宋
蘇
轍
撰
「
古
史
」
六

O
巷
よ
り
の
抜
抄
で
、
そ
の
序
肢
も

抄
記
さ
れ
て
い
る
c

「
古
史
L

は
宋
刊
本
以
来
諸
版
あ
る
が
、
敬
所
が
見

た
の
は
恐
く
、
清
嘉
慶
の
掃
葉
山
一
周
刊
本
で
あ
ろ
う
。

0 
九

C 

五

萄
子
〔
抄
〕

〔
古
賀
伺
益
〕
抄
録

自
筆

大
一
冊

後
補
繰
色
表
紙
(
二
五
・
八
×
一
八
・
一
糎
)
双
辺
刷
枠
題
簸
に
「
桐

荏
先
生
抄
萄
子
」
と
書
す
。
後
述
す
る
青
懇
閣
の
罫
紙
一
了
を
遊
紙
と

し
、
巻
頭
「
萄
子
」
と
題
さ
る
。
双
辺
〈
一
二
・
九
×
一
七
・
七
糎
)
有

界
九
行
白
口
単
黒
魚
尾
、
下
象
鼻
に
「
青
懇
閤
」
と
刻
す
る
墨
刷
罫
紙
使

用
。
行
一
六
字
内
外
。
白
文
。
全
三
了
。
準
記
木
に
向
上
罫
紙
二
了
遊
紙
と

し
て
続
じ
ら
る
。
全
巻
概
紙
に
裏
打
さ
る
、
原
料
紙
高
約
二
四
・
七
糎
。

本
書
は
、
萄
子
中
の
辞
を
、

O
印
を
打
ち
、
追
込
で
抜
き
書
き
し
た
も

の
。
今
試
み
に
巻
頭
を
示
せ
ば
、
儒
殻
篇
第
八
よ
り
の
摘
録
で
、

布
子

数
門
室
之
排
O
図
廼
天
下
於
掌
上
O
厭
旦
/
O
屑
然
蔵
千
溢
之
宝
O

是
持
、
、
亦
富
人
己

「
萄
子
」
は
、
和
刻
本
も
附
注
本
を
含
め
て
、
伺
落
在
世
時
に
一
一
一
種
存

す
る
。十日
賀
伺
落
、
本
稿
付
に
既
出
。

ハ

O
九
!
一

c
l
一六
l

松
陰
筆
記
(
麹
き

〔
古
賀
伺
荏
〕
(
古
心
堂
〉
抄
録

自
筆
(
社

約
山
本
禎
写
)

冊

薄
黄
土
色
表
紙
(
二
一
二
曹

O
×
一
六
・
一
一
組
)
貼
題
鑑
に

「
松
陰
第
十

つ]



記
さ
る
こ
と
題
し
、
末
に
「
陳
雲
国
国
」
と
署
さ
れ
し
引
に
続

い
て
、
沈
徳
潜
・
王
鳴
盛
・
銭
大
断
・
王
一
利
・
呉
泰
来
等
唐
人
の
詩
文
を

録
す
る
こ
と
四
丁
。
単
辺
(
一
九
・

O
×
二
ニ
・
五
糎
)
有
界
一
一
行
白

口
単
黒
魚
尾
墨
刷
罫
紙
使
用
。
行
二

O
字
内
外
小
字
双
行
。
句
点
が
施
さ

る。
次
に
扉
の
如
く
、
左
肩
「
張
宛
丘
治
原
論
」
と
書
す
。
内
題
「
治
原

論
」
。
無
辺
無
界
一

O
行
二

O
字
。
字
面
高
約
一
八
・
二
糎
。

了。

断
句
。
六

次
に
「
白
熊
賦
有
序
」
「
道
聴
漫
記
(
傍
点
朱
)
」
各
三
了
。
左
右
双
辺

ハ
一
九
・
五
×
二
ニ
・
五
糎
)
有
界
一

O
行
白
口
単
黒
魚
尾
、
下
象
鼻
に

「
愛
月
堂
」
と
刻
す
る
墨
刷
罫
紙
使
用
。
行
二

O
字
。
白
熊
賦
に
は
朱
筆

に
て
句
点
・
校
字
訂
正
が
為
さ
る
。
道
聴
漫
記
は
白
文
で
、
朱
墨
の
校
字

あ
り
、
首
に
「
一
日
予
門
木
通
生
過
昌
半
橋
見
一
老
生
与
負
薪
史
抵
/
掌

劇
談
還
為
予
説
之
覚
其
言
較
近
理
図
録
以
蔵
子
俵
/
甲
申
正
月
」
と
記
さ

る。
次
に
「
盛
夏
資
雪
賦
有
序
以
夏
無
山
答
案
韻
」
「
中
秋
月
蝕
得
灰

古
心
堂
」

「
維
年
月
日
友
野
瑛
謹
以
酒
鵬
之
莫
祭
子
南
畝
大
田
先
/
生
之
霊
、
鳴
呼

先
生
之
名
満
於
天
下
、
」
に
始
ま
る
文
、
末
に
「
文
政
発
未
秋
九
月
」
の

朝
川
嘉
」

年
紀
・
あ
る
「
諸
葛
孔
明
比
管
仲
楽
毅
諭
贈
梶
原
山
中
二
大
夫

の
四
篇
一

O
丁
を
縮
、
ず
。
無
辺
無
界
一

O
行
二

O
字
、
字
面
高
約
一
八
・

一
糎
。
句
点
が
施
さ
る
。
但
し
「
中
秋
月
蝕
得
灰
」
は
白
文
。

「
盛
夏
餐

雪
賦
」
の
序
に
、
「
加
食
以
六
月
吉
、
献
雪
於

幕
府
、
歳
以
為
常
、
又

以
頒
賜
諸
臣
、
藩
士
曽
田
某
、
与
予
善
、
今
弦
笑
未
、
飼
予
一
器
、

之
、
頓
忘
炎
崎
一
之
苦
、
因
為
之
賦
、
」
と
あ
る
。
山
本
禎
撰
」
と
あ
り
。
「
既
脱
稿

次
に
「
社
約
」
、
末
に
「
辛
巳
六
月

畢
社
/
主
浄
写
他
日
呈
之
劉
先
生
乞
正
毎
会
以
是
為
定
/
式
」
等
あ
れ

ば
、
山
本
禎
が
伺
蓄
に
添
削
を
乞
う
た
稿
本
で
あ
ろ
う
。
前
掲
愛
月
堂
罫

紙
(
早
印
)
に
、
同
じ
く
行
二

O
字
に
書
写
さ
る
。
白
文
。
別
筆
。
全
二

了。
次
に
以
下
の
詩
文
を
録
す
。
五
・
七
言
連
句
・
水
雲
社
詩
抄
出
(
裕
堂

-
景
山
・
秋
浪
・
拝
石
・
柳
渓
・
烏
洲
・
鱗
川
・
碧
錆
・
翠
巌
・
桃
野
・

秋
帆
・
練
塘
・
霞
舟
・
玉
庄
・
松
陰
等
の
名
見
ゆ
)
・
登
富
士
山
記
兎

沢
元
喧
撰
(
末
に
「
明
和
六
年
七
月
望
後
三
日
」
の
年
紀
あ
り
)
・

作
文
譜
糊
培
結
文
・
慈
悲
心
鳥
詩
述
斎
・
夏
日
雑
詩
樫
宇
・
秋
園
寓
奥

遊
霞
舟
同
賦
五
首
織
に
軒
霊
園
・
同
前
喜
問
。
五
言
連
句
四
段
、
七

言
三
段
書
。
無
辺
無
界
一

O
行
二

O
字
(
七
言
連
句
二
一
字
)
小
字
双

j菖行
。
断
旬
、
連
句
の
み
白
文
。
夏
日
雑
詩
迄
一
五
了
。

「
秋
閤
:
:
:
」
は

初
出
の
罫
紙
一
丁
に
行
二

O
字
に
書
か
る
。
断
旬
。

餐

っ“



次
に
次
下
り
詩
文
を
録
す
。
豊
洲
六
一
一
一
口
・
話
故
事
(
末
に
小
字
で
「
右

見
続
説
郭
中
近
峯
問
答
」
と
書
さ
る
)
・
本
(
末
に
「
右
見
蘭
林
関
窓
/
雑

越
清
献
・
全
題
・
曽
陸
授

録
」
と
小
字
双
行
に
記
さ
る
)
・
題
子
美
草
堂

・
遊
玉
河
記
・
題
古
梅
園
墨
譜
・
答
友
人
某
書
・
信
玄
謙
信

バ
ス
天
民
議
一
不

論
・
創
業
守
成
難
易
論
・
題
査
碑
揚
本
・
北
貌
孝
文
論
・
王
制
所
言
中
国

幅
員
断
長
補
短
僅
々
コ
一
千
里
而
再
貢
東
漸
西
被
朔
南
所
聾
乃
似
於
今
日
之

広
輸
何
獄
、
秦
漢
拓
地
梢
大
、
至
胡
元
而
極
失
、
明
清
承
之
、
各
有
建

-
孟
子
集
註
千
乗
百

閥
、
不
知
今
之
輿
地
比
王
制
幾
倍
、
請
間
其
大
略
、

乗
後
偽
議
其
失
考
、
至
於
貢
助
徹
注
、
亦
噴
有
煩
一
一
一
一
口
、
其
得
失
如
何
・
路

蛇
賦
・
、
万
徐
巻
楼
記
(
末
に
「
文
政
丁
亥
二
月
二
白
書
於
湯
洲
官
舎
之
古

菅
晋
帥
・
自
詠
二
律

朝
)11 

心
堂
」
と
あ
り
)
・
題
西
閤
雅
集
図
二
首

町
一
以
下
詩
・
連
句
等
あ
り
、
履
堂
・
野
村
君
玉
・
猪
養
斗
南
・
佐
藤
大

道
・
菅
礼
卿
・
楢
原
茂
・
片
山
直
・
林
祭
酒
・
樫
宇
林
子
・
箪
閤
ド
独
立

-
西
域
講
員
柴
邦
彦
等
の
名
見
ゆ
。
次
に
「
松
前
食
下
竪
観
牧
士
戯
叡

歌
」
、
巻
末
木
沫
文
政
丙
成
一
万
円
且
・
丙
戊
元
旦
・
乙
酉
歳
暮
の
詩
に
終
る
。

三
四
了
。
無
辺
無
界
一

O
行
二

O
字
小
字
双
行
。
字
面
高
約
一
八
・

O
糎

ほ
ど
に
書
さ
る
。
断
句
。
題
西
国
雅
集
図
二
首
以
下
一
丁
白
文
。

巻
首
に
「
藤
印
/
忠
淳
レ
、
巻
首
・
巻
末
に
「
白
楽
部
/
荘
衣
笠
/
氏
図

書
」
の
来
印
を
鈴
す
、
衣
笠
豪
谷
間
蔵
。

一
部
他
筆
を
含
む
何
蓄
の
詩
文
ノ
l
ト
で
、
作
詩
作
文
や
策
関
等
の
参

考
用
で
あ
ろ
う
。
自
作
あ
り
、
師
弟
同
僚
の
他
作
あ
り
、
所
謂
雑
抄
あ
り

で
、
書
写
の
体
式
も
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
。

ハ

O
九
|
一

c
l
一
七

i

易
学
啓
蒙
合
解
評
林
抄
・
諸
書
抜
抄
(
外
題
〉

〔
務
飼
敬
所
〕

(
彦
博
)
抄
録

本
文
共
紙
表
紙
三
二
・
一
一
一
×
一
七
・
コ
一
糠
)
に
直
に
「
易
学
啓
蒙
合

自
筆

半
二
ツ
切
一
冊
(
仮
綴
〉

解
評
林
抄
/
諸
書
抜
抄
」
と
書
す
。
巻
頭
「
易
学
啓
蒙
合
解
評
林
抄
L

と

題
じ
、
第
六
丁
表
に
「
右
合
解
評
林
七
巻
毛
利
貞
斎
撰
」
と
記
さ
る
。
第

六
了
一
畏
「
字
義
」
と
題
さ
る
。
諸
書
よ
り
、
「
皇
侃
論
語
疏
一
五
」
「
ヘ
四
大

奇
書
第
一
種
三
国
志
演
義
第
五
十
六
回
、
」
「
畏
子
春
秋
臼
、
」
「
物
茂
卿
中

庸
解
云
、
」
、
等
と
し
て
抜
抄
し
、
ま
ま
「
彦
博
日
」
等
の
按
語
を
附
す
。

書
写
の
体
式
異
る
も
、
無
辺
無
界
二
一
一
isis-

一
五
行
ほ
ど
、
行
一
四
字
内
外

小
字
双
行
。
句
点
を
附
す
。
ま
ま
抹
消
箇
所
や
圏
点
・
鈎
点
等
あ
り
。
全

一
六
丁
、
後
半
七
丁
ほ
ど
は
役
彼
の
中
庸
解
よ
り
の
抜
抄
。
巻
頭
に
「
務

飼
/
敬
所
翁
/
遺
書
」
の
朱
印
鈴
さ
れ
、
見
返
に
「
不
可
載
」
と
朱
筆
に

て
書
さ
れ
し
貼
紙
附
さ
る
。

毛
利
点
斎
の
「
易
学
啓
蒙
合
解
評
林
」
は
六
巻
、
亭
保
五
年
の
刊
本
が

あ
る
。
祖
械
の
中
庸
解
は
、
「
学
庸
解
」
と
し
て
、
大
学
解
と
共
に
刊
行



さ
れ
た
、
一
宝
暦
三
年
の
刊
本
が
流
布
し
て
い
る
。

三
国
志
演
義
は
明
の
所
調
羅
貫
中
本
と
、
清
の
金
聖
嘆
本
系
と
が
あ

り
、
後
者
が
通
行
し
た
。
我
国
に
は
明
・
清
の
諸
版
本
が
舶
載
さ
れ
て
い

る
が
、
和
刻
本
は
な
く
、
元
禄
五
年
の
釈
文
山
の
訳
本
が
存
す
る
。
此
書

は
後
の
「
通
俗
物
』
の
祖
と
な
っ
た
。
白
話
は
、
五
山
僧
を
始
め
絡
衣
の

好
む
所
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
中
期
、
京
で
古
義
堂
、
江
戸
で
議
閣
の
学
派

に
、
か
か
る
唐
話
・
白
話
の
学
が
流
行
す
る
。
敬
所
が
見
た
の
は
「
四
大

奇
書
第
一
種
」
と
あ
れ
ば
、
請
版
で
あ
ろ
う
。
曇
子
春
秋
四
巻
は
元
文
元

年
の
和
刻
本
が
あ
る
。

ハ

O
九
l
一
c
l
一
八

1

二
程
全
書
抄

務
飼
〔
敬
所
〕
(
彦
博
V

抄
録
天
明
七
年
三
月

』骨日l

写
(
自
筆
)

半
一
冊
(
仮
綴
)

本
文
共
紙
表
紙
(
二
四
・
一
ニ
×
一
七
・
一
糎
)
に
直
に

「
二
程
全
書

抄」

ι書
す
。
書
背
を
料
紙
で
覆
っ
て
貼
り
、
包
背
装
の
如
く
す
。
巻
頭

，
「
二
程
全
書
抄
」
ど
題
す
。
無
辺
無
界
一

O
行
二
一
字
内
外
小
字
双
行
、

字
面
高
約
一
九
・
九
糎
。
第
一
T
J
裏
よ
り
は
、
抜
抄
せ
る
文
頭
を
一
格
拾

頭
L
て
標
記
す
。
拾
頭
部
字
面
高
約
一
二
・
二
糎
。
句
点
・
圏
点
を
附

L
J
ま
ま
不
審
紙
あ
り
。
「
誤
猷
一
向
酬
明
晦
」
等
と
小
字
双
行
に
て
、

抜
抄
出
典
箇
所
を
記
す
0

・
末
に
「
丁
未
季
春

猪
飼
彦
博
抄
い
と
署
さ

る
。
全
二
二
了
。

首
に
「
務
飼
/
敬
所
翁
/
遺
書
」
朱
印
と
、

「
此
書
皆

不
/
載
」
の
朱
筆
貼
紙
あ
り
。

明
道
・
伊
川
両
先
生
の
二
程
全
書
は
諸
版
あ
る
も
の
の
、
宋
朱
蒸
編
明

徐
必
達
校
の
六
八
巻
本
が
江
戸
前
期
に
覆
刻
さ
れ
た
。
し
か
し
本
刊
本
は

巻
四
二
|
四
五
の
伊
川
易
伝
の
部
分
を
欠
き
i

後
貞
享
四
年
に
追
刻
し
て

単
行
、
ま
た
合
印
さ
れ
た
。

0 
九

C 

九

目
氏
春
秋
目
録

〔
務
飼
敬
所
〕

自
筆

半
一
冊
(
仮
綴
)

本
文
共
紙
表
紙
(
二
一
二
・
八
×
一
六
・
八
糎
)
中
央
直
に
「
自
民
春
秋

目
録
」
と
書
す
。
反
故
紙
使
用
。
書
背
を
料
紙
に
て
覆
っ
て
貼
り
、
包
背

装
の
如
く
す
。
巻
頭
「
呂
氏
春
秋
目
録
」
と
題
し
、
巻
之
一
孟
春
紀
よ
り

巻
之
二
十
六
士
容
論
ま
で
、
各
巻
毎
に
追
込
で
目
録
を
記
す
。
無
辺
無
界

一
O
行
二

O
字
小
字
双
行
。
字
面
高
約
一
九
・
七
糎
。
全
八
丁
。
裏
表
紙

も
反
故
紙
使
用
。
首
に
「
諸
飼
/
敬
所
翁
/
遺
書
」
朱
印
押
捺
さ
る
。

本
書
は
、
百
科
の
風
あ
る
大
部
の
書
の
目
録
を
作
り
、

一
種
の
索
引
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
覆
明
宋
邦
久
・
徐
益
孫
校
本
、
覆
清
乾
隆
畢
況
校

本
の
二
種
の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ハ

C
九
ー
一

c
l一一

oー一

駆
睡
録
・
雑
録

〔
瀦
飼
敬
所
〕

ハ
彦
博
)

自
筆

半
一
冊
(
仮

続

、
本
文
共
紙
表
紙
(
二
四
・
一
×
一
七
・
一
糎
)
に
直
に
「
駆
睡
録
」
と

書
し
、
そ
の
右
に
「
雑
録
」
と
訂
さ
る
。
前
書
と
同
様
の
装
訂
。
巻
頭

-227ー



「
伊
藤
長
胤
章
響
録
抄
」
と
題
し
て
抜
抄
、
第
六
丁
表
に
「
以
上
輩
替

録
」
と
書
さ
る
。
一
東
濫
の
随
筆
に
し
て
、
写
本
で
伝
わ
る
。
章
替
は
素
早

く
集
ま
る
意
。
友
の
会
合
等
に
も
云
う
。

d

d

向

1

0

¥

ψ

'
決
に
一
諸
書
か
ら
抜
抄
し
、
「
彦
博
日
」
「
博
按
」
「
章
博
按
」
等
と
し
て
、

按
語
を
附
す
。
抜
抄
さ
れ
し
諸
書
一
以
下
の
如
し
の

「
ム
音
書
列
伝
四
十

二
、
郭
瑛
伝
臼
i

」
「
ム
徐
文
長
雲
合
脊
眠
、
第
二
十
一
則
、
(
徐
文
長
に

引
出
線
を
書
き
「
各
謂
明
人
い
と
注
す
〉
」
「
ム
西
漢
演
義
巻
一
二
」
「
ム
五

雑
姐
十
六
」
等

4々
0

本
篇
按
語
多
し
。

晋
書
は
、
明
の
南
監
本
を
覆
刻
し
、
志
村
禎
幹
の
訓
点
を
附
し
た
元
禄

の
刊
本
(
修
本
あ
り
〉
が
存
す
る
。
商
漢
演
義
は
東
漢
演
義
と
合
刻
さ

れ
、
明
清
版
が
存
ず
る
oi

雲
合
奇
艇
も
明
清
各
種
の
版
が
多
数
存
す
る

が
、
一
一
書
共
に
和
刻
本
は
な
い
。
何
れ
の
版
に
依
っ
た
か
は
不
明
な
J

が

ら
、
敬
所
が
か
か
る
講
史
・
俗
小
説
の
類
に
も
目
を
通
し
て
い
た
事
が
分

る
。
尚
敬
所
は
抜
抄
し
て
は
い
な
レ
が
、
前
出
篠
崎
東
海
の
「
和
学
解
」

中
に
は
、
r

雲
合
奇
般
に
言
及
す
る
所
が
あ
る
。

本
書
は
無
辺
無
界
一
一

l
一
四
行
、
行
二
二
字
内
外
小
字
双
行
、
字
国

高
約
二
一
J

八
糎
に
書
写
さ
る
。
句
点
・
圏
点
を
附
す
。
抜
抄
本
文
の
頭

に
O
或
い
は
ム
印
を
記
す
。
字
面
高
は
此
印
よ
り
の
計
測
。
「
O
ぶ
彦
博

日
い
等
と
朱
O
印
を
記
す
あ
り
、
書
写
の
体
式
も
全
巻
必
ず
し
も
同
様
で

は
な
い
。
全
一
五

T
o
第
一
五
丁
一
裏
は
、
裏
表
紙
見
返
に
貼
附
さ
る
。
表

紙
右
肩
に
「
瀦
飼
/
敬
所
翁
〆
遺
書
」
朱
印
押
捺
さ
る
。

旧
題
の
駆
睡
録
は
極
り
を
追
払
う
意
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
取
上
げ
た
雑

抄
類
か
ら
、
各
入
が
睡
り
を
節
し
て
、
読
書
勉
学
に
励
ん
だ
様
が
如
実
巴

窺
え
る
が
、

一
方
、
題
名
の
睡
の
字
も
ま
た
真
実
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

iJ、

ハ

O
九
|
一

c
i一一一ーー

d 

名
家
手
跡

雲
煙
集
〈
名
家
筆
跡
断
縮
問
等
一
応
交
一
恵

写

菊
一
冊

第
二
回
内
国
観
業
博
覧
会
出
品
目
録
第
五
を
用
い
、
表
紙
つ
二
・
九

×
一
五
・
九
糎
)
全
面
に
半
紙
を
貼
附
じ
、
査
に
「
雲
煙
集
」
と
書
す
。

遊
紙
一
丁
あ
っ
て
、
名
家
筆
跡
断
簡
を
、
同
書
に
半
紙
を
貼
り
、
そ
の
上

に
貼
附
す
〈
ま
ま
直
に
貼
れ
る
も
あ
り
)

J

断
簡
は
一
良
の
表
裏
両
面
に
貼
附

さ
る
。
五
五
了
。
も
と
菊
判
洋
装
本
な
れ
ど
、
背
の
糊
は
が
れ
、
紙
鐙
に

て
仮
綴
き
る
J

浜
野
氏
製
作
の
名
家
筆
跡
断
傾
向
の
貼
込
帖
に
し
て
、
失
題
欠
名
の
葉

片
多
く
、
誰
人
の
手
跡
か
知
ら
れ
ぬ
物
が
あ
る
。
碑
拓
・
金
石
文
の
写
し

口
δ

円
ノ
白



ゃ
、
諸
按
・
考
証
、
備
忘
・
覚
書
の
メ
モ
類
の
断
片
も
多
い
。

一
部
連
接

す
べ
き
が
、
聞
を
お
い
て
鮎
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

文
頭
や
題
署
・
年
紀
等
の
見
え
る
物
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
如
し
。
唐

丙
公
豆
虚
寛
碑
(
石
墨
鋳
華
)
・
末
に
「
狩
谷
被
斎
先
生
臼
殆
居
前
亦
非

一
本
欺
与
二
/
書
亦
不
同
是
則
不
可
考
失
」
と
あ
る
音
韻
や
文
字
に
就
き

て
の
考
証
|
此
辺
小
島
宝
素
の
手
か
・
稲
生
翁
画
像
賛
(
貼
附
の
う
え
折

込
ま
る
)
・
懐
風
藻
肱
(
羅
山
集
五
十
五
)
・
大
日
本
国
図
行
基
菩
薩
所

図
也
(
貼
附
の
う
え
折
込
ま
る
〉
・
案
漢
書
塞
文
志
書
有
六
腫
:
:
:
(
家

体
、
康
照
五
十
五
年
歳
在
説
兆
活
歎
余
月
銭
塘
託
立
名
書
於
自
儀
居
)
・

処
今
世
而
欲
貫
三
代
之
文
非
金
石
英
孜
然
碑
碍
為
風
雨
所
剥
蝕
:
:
:
(
嘉

慶
十
有
五
年
歳
在
上
章
敦
鮮
季
春
之
月
呉
趨
雨
楼
王
理
抜
)
・
印
譜
・
石

刻
城
柳
神
所
守
駆
属
鬼
出

ι首
福
四
民
制
九
醜
(
元
和
十
二
年
柳
宗
元
)
・

少
林
寺
碑
末
!
此
辺
被
斎
の
手
な
ら
む
・
第
廿
五
番

高
屋
連
枚
人
墓
志

二
通
・
紀
友
則
等
の
和
歌
四
首
(
貼
附
の
う
え
折
込
ま
る
)
・
一
墨
池
営
選
帖

巻
四
(
宋
蘇
文
忠
公
書
・
宋
賞
文
節
公
書
・
蕪
湖
県
学
記
六
十
五
行
・
宋

察
忠
恵
公
書
各
々
の
右
肩
に
合
点
を
附
す
)
・
覆
刻
痩
本
緯
山
碑
抜
(
享

和
一
克
年
十
一
月
十
四
日
板
斎
望
之
志
〉
・
本
草
綱
目
木
部
相
思
子
・
蘭
山
啓

業
相
思
子
・
相
思
子
・
本
朝
衰
衣
十
二
章
之
排
(
末
に
寸
此
一
冊
ハ
乾
綱

正
君
ノ
考
書
ナ
リ
:
:
:
寛
政
四
年
四
月
廿
一
日

真
末
敬
誌
」
と
あ
る
、

械
斎
十
八
歳
の
筆
。
尚
前
出
一

c
l七
並
び
に
八
番
本
参
照
)
・
孔
説
十
二

年
・
鄭
説
十
二
年
・
廿
音
.
3

泰
山
下
明
堂
(
軍
経
産
集
)
・
壬
右
軍
筆
経

(
拓
〉
・
癒
続
銅
尺
建
初
六
年
八
月
十
五
日
造
・
五
月
念
一
/
羽
倉
月
九

拝
遺
伝
ノ
小
屋
賢
契
〆
座
下
(
摘
)
・
名
物
六
帖
・
永
和
九
年
歳
在
突
丑
暮

春
之
初
会
子
会
繕
山
陰
之
蘭
亭
惰
模
事
也
(
拓
、
子
品
)
・
熔
霊
芝
贈
人

・
霊
極
度
・
惟
善
重
題
〔
蘭
亭
帖
定
武
刻
本
山
・
開
元
十
年
李
文
安
石
渓

図
銘
(
易
州
前
遂
城
県
書
助
教
梁
高
望
書
〉
・
三
礼
図
所
見
方
相
氏
・
韓
詩

外
伝
巻
七
(
貼
附
の
う
え
折
込
ま
る
、
桜
井
友
/
拝
/
内
田
先
生
)
・
英

国
倫
敦
万
国
衛
生
博
覧
会
日
本
文
部
省
出
品
説
紀
(
明
治
十
七
季
五
月
、

刊
、
蒙
体
、
伺
書
の
扉
か
〉
・
銑
両
等
の
考
証
・
九
経
字
様
補
字
f
楊
升

蓬
墨
池
積
録
云
(
竹
雲
題
抜
、
原
書
一
畏
頁
に
直
に
書
さ
る
)
・
本
郷
小
法

師
造
並
び
に
本
郷
文
華
周
記
と
あ
る
筆
等
の
銘
札
・
孫
と
子
と
年
其
永
宝

用
〈
拓
、
貼
附
の
う
え
折
込
ま
る
、
右
衆
議
院
所
購
葬
器
之
銘
/
明
治
二

十
四
年
二
月
田
修
考
〉
・
余
与
楊
井
君
蘭
洲
相
識
既
徐
二
十
年
(
文
政
甲
申

長
夏
上
耕
江
都
一
斎
佐
藤
坦
識
)
・
知
慎
按
(
細
井
広
沢
な
ら
む

γ
岳

揚
楼
記
(
安
政
庚
申
正
月
十
一
日
倉
知
正
直
書
〉
・
劉
向
新
序
雑
事
第
三

.
印
譜
・
題
定
本
正
続
書
譜
(
明
和
丙
戊
十
一
月
/
烏
石
葛
辰
識
・
戊
子

春
日
東
都
源
師
道
識
〉
・
直
原
温
泉
紀
行
万
議
題
(
題
鑑
〉
・
巻
末
裏
頁

に
、
直
に
浜
野
氏
の
筆
に
関
す
る
覚
え
、
書
さ
る
。
以
下
の
如
し
。
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文
魁
堂

小
筆

小
自
在
文
雅

兼
十
体
文
雅
裳

、
玉
兎
事
小
法
師

O
揮
月
温
恭
伎
一
価
十
銭

附
普
唐
小
糖
温
季
一

O
蜂
腰
献
雅
敬
一
一

本
貼
込
帖
の
題
署
は
、
必
ず
し
も
該
入
の
書
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な

い
。
例
え
ば
、
被
斎
の
「
覆
刻
痩
本
緯
山
碑
践
い
や
、
羽
倉
簡
堂
尺
臆
・

佐
藤
一
斎
の
楊
井
蘭
洲
に
就
き
て
の
文
等
、
恐
く
浜
野
氏
の
写
し
で
あ
ろ

う
。
前
半
小
島
宝
素
、
-
半
は
械
斎
、
後
半
浜
野
氏
の
筆
で
、
其
聞
に
諸
家

の
断
簡
が
幾
ら
か
挿
挟
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
被

一
部
折
込
み
と
な
っ
て
い

五
雲
筆
文
雅
堂

堂

O
製
電
温
恭
裳

る斎
。の
!も

の
カ1

最
も
多

大
き
な
も
、の
tま

書
名
の
「
雲
煙
」
は
書
画
の
筆
勢
の
力
勤
ノ
x
飛
動
す
る
様
を
云
い
、
書

画
集
に
よ
く
附
け
ら
れ
て
い
る
。
現
代
の
我
々
は
、
書
と
絵
画
と
は
別
個

の
も
の
と
考
え
勝
で
あ
る
が
、
特
に
近
代
以
前
の
東
洋
で
は
、
理
論
の
上

か
ら
も
ま
た
実
践
上
か
ら
も
、
両
者
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。

。

九
l
一
d
l
一
!
)

〔
大
雅
先
生
書
千
字
文
〕

自
筆

〈
純
一
題
〉

〔
池
大
雅
〕
書

二
帖

上
帖
海
松
色
地
、
下
帖
褐
色
地
に
草
花
文
様
を
織
出
せ
る
裂
表
紙
〈

九
・
六
五
×
一
六
・
七
五
糎
)
。

右
肩
に
「
百
廿
二
」

と
書
さ
れ
し
反
故 。

二
折
あ
っ
て
、
内
題
な
く
、
薄
墨
で
「
天
地
」
と
大
書
す
。
右
肩
に
「
壱
」

と
記
さ
る
。
無
辺
無
界
大
字
二
字
、
字
面
高
約
二
五
・
五
糎
υ

上
帖
は
壱

よ
り
六
十
二
迄
、
二
一
四
折
。
下
帖
六
十
三
よ
り
百
廿
五
迄
、
一
二
六

折
。
表
紙
・
裏
表
紙
見
返
に
「
脚
仏
厳
寺
蔵
」
の
墨
印
を
鈴
す
る
。
徴
す

る
に
、
阪
田
郡
と
蒲
生
郡
に
同
名
の
真
宗
寺
院
が
存
す
る
。
湖
東
な
れ
ば

阪
国
郡
の
寺
か
。

本
書
は
、
各
句
毎
に
墨
色
を
換
え
た
、
大
雅
の
糖
書
千
字
文
。
大
雅
書

千
字
文
は
各
種
あ
り
、
影
印
も
存
す
る
。

池
大
雅
、
南
画
・
書
・
築
刻
等
で
知
ら
る
。
京
の
産
で
柳
、
沢
謀
闘
門
。

伴
龍
践
の
近
世
崎
人
伝
に
伝
せ
ら
る
。
安
永
五
年
没
、
享
年
五
十
四
Q

。
九
j
一
d
l一
一
!
こ

一
枝
堂
了
阿
書
〈
外
題
)
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折
一
一
帖

濃
繰
色
鍛
地
表
紙
(
一
八
・
一
×
七
・
六
糎
〉
に
金
砂
子
ー
を
散
ら
し
、

左
肩
直
に
「
一
枝
、
堂
了
阿
書
」
と
書
さ
る
。
消
息
文
三
種
を
、
無
辺
無

〔
村
田
了
阿
〕

自
筆

界
、
久
行
六
円
七
字
ほ
ど
(
字
面
高
約
一
六
・
一
糎
)
に
書
き
て
、

一
種
の

折

消
息
模
範
と
せ
し
も
の
な
ら
む
。

一
三
折
。
巻
頭
に
「
中
川
氏
蔵
」
の
丸

瓦
型
朱
印
ー
を
鈴
す
。
中
川
得
楼
旧
蔵
。
中
央
に
「
一
枝
堂
/
了
阿
上
入
真

蹟
」
と
題
せ
る
、
黄
色
布
目
地
の
書
袋
を
作
り
、
納
入
せ
ら
る
。

参
考
の
為
、
以
下
に
全
文
を
翻
宇
し
て
お
く
。



明
後
八
日
如
儀
以
」
皮
祭
夷
講
相
兼
」
興
行
仕
候
問
何
之
」
風
情
無

御
坐
候
ヘ
共
」
自
早
朝
御
光
駕
」
被
下
候
様
奉
待
候
」
頓
首

甚
寒
之
節
に
候
」
処
愈
御
壮
健
に
」
被
成
御
座
奉
共
所
」
喜
侯
然
者

先
頃
」
御
説
申
置
候
龍
」
紋
羽
織
出
来
候
」
は
ふ
此
よ
り
し
り
へ
御

」
越
可
給
候
早
と

新
春
之
御
慶
不
」
可
有
尽
期
候
先
以
」
貴
家
御
揃
可
被
成
」
御
超
歳

目
出
度
」
申
納
候
此
鮮
魚
」
一
鑑
任
到
来
呈
」
進
仕
候
且
御
閑
」
隙

御
坐
候
は
ふ
此
意
」
御
訊
問
被
下
度
所
」
希
候
恐
と

村
田
了
阿
、

一
枝
堂
と
号
す
。
了
阿
は
法
号
。
国
学
者
な
れ
ど
、
和
漢
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の
学
、
ま
た
仏
典
に
通
ず
。
浅
草
煙
管
商
の
家
に
生
る
。
天
保
一
四
年
没
、

享
年
七
十
二
。

ハ

O
九
|
一

d
l
一一一l


